
酵
一予
）幹

幸
中

ヽく野

書

由

利

中

出
羽
國
永
口
額

入
口
ヽ

あ
人

，
ギ

一ぞ
ぶ

昔
早
て
十
二
、

武
て
金



佐
竹
入
部
四
百
年
記
念
展
示
と
い
う
こ

で
、
今
回
は
久
保
田
を
は
じ
め
、
佐
竹

の
秋
田
領
内
支
配
の
拠
点
と
も
い
え
る

内

・
湯
沢

・
横
手

・
刈
和
野

・
角
館

・

・
檜
山

。
大
館

。
十
二
所
の
絵
図
を

一
堂
に
揃
え
て
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し

ヽ
。

一
番
最
初
に
掲
げ
た
「秋
田
領
内
絵
図
」

、
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
の
絵
図

す
が
、
次
の

「出
羽
国
秋
田
領
久
保
田

絵
図
」
は
、
今
回
展
示
す
る
絵
図
の
中

は

一
番
古
い
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）

絵
図
で
す
。

絵
図
は

「久
保
田
城
絵
図
」
を
最
初
に

げ
、
そ
の
あ
と
は
基
本
的
に
南
か
ら
配

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は

二

つ
あ
り
ま
す
。

そ
の

一
つ
は
、
「秋
田
領
内
絵
図
」
が
、

勝
郡
か
ら
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
秋
田
の

「上
三
郡
」
は
雄

・
平
鹿

・
仙
北
の
三
郡
の
こ
と
を
い
い
、

下
三
郡
」
と
は
河
辺

・
秋
田

・
山
本
の

一郡
の
こ
と
を

い
つ
て
い
る
か
ら
で
す
。

れ
で
、
上
＝
南
か
ら
、
下
＝
北
と

い
う

で
配
列
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「郷
村
高
辻
帳
御
国
絵
図
御
改
正
之
御

願
被
仰
立
候
御
用
留
書
」
に
も
、
次
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

出
羽
国
秋
田
領
之
儀
は
慶
長
七
年
従

権
現
様
秋
田
仙
北
両
所
全
知
行
可
仕
由
之

御
判
物
、
故
右
京
大
夫
義
宣
拝
領
仕
候
、

秋
田
と
申
候
而
、
川
辺
山
本
両
郡
入
、
下

三
郡
と
申
候
、
仙
北
と
申
候
而
、
平
鹿
雄

勝
郡
両
郡
入
、
上
三
郡
と
申
候
而
、
都
合

六
郡
御
座
候

こ
れ
ら
展
示
し
た
絵
図
の
描
き
方
や
、

記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
比
較

・
検
討
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
新
し
い
発
見
を
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
藩
主
の
居
城
が
あ

っ
た
久
保
田

と
、
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
の

一
国

一

城
令
で
破
却
さ
れ
な
か

っ
た
横
手
と
大
館

に
つ
い
て
は
、
現
在
と
比
較
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
の
中
心
部
を
拡
大
し
た

複
製
図
を
用
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
絵
図
と
同
じ
時
期
に

作
成
さ
れ
た
六
郡
の

「黒
印
高
帳
」
の
ほ

か
、
「
黒
印
御
定
書
」
や

「
検
地
帳
」
も

展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

「
文
字
史
料
」
は

「絵
図
」
に
比
べ
れ
ば

地
味
で
す
が
、
藩
に
と

っ
て
は
領
内
を
統

治
す
る
た
め
の
、
農
民
に
と

つ
て
は
年
貢

納
入
な
ど
の
、
基
本
台
帳
で
あ

っ
た
た
め
、

武
士
と
農
民
の
ど
ち
ら
に
と

つ
て
も
大
事

な
帳
簿
で
、
検
地
帳
は
二
部
作
成
さ
れ
、

領
主
と
村
が

一
部
ず
つ
保
管
し
て
お
り
ま

し
た
。

正
式
な
名
称
は

「○
○
村
物
成
井
諸
役

相
定
條
々
」
で
す
が
、
発
給
し
た
時
の
藩

主
の
黒
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「黒
印
御
定
書
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
貢
租
制
度
を
中
心
に
農
民
の
守

る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
い
わ
ば
、
農
村

の
基
本
法
と
も
う
い
べ
き
も
の
で
、
各
村

ご
と
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

「黒
印
御
定
書
」
と
し
て
は
、
こ
の
久

米
岡
村
の

「黒
印
御
定
書
」
が
当
館
所
蔵

の
た
だ

一
つ
の

「原
史
料
」
で
す
。

翻
刻
文
も
な
ら
べ
て
展
示
し
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点
を
下
の
表

に
し
ま
し
た
。

物成100石に付
2石
200石 にイ寸3石
それ以上は100
石に付 5斗宛算
用

入用次第   入用次第
(竃木、夏萱、 1疋に口
雪垣も同前)付 1人
扶持 1日 1升 扶持 2升
5合          物成60石 物成60石 物成60石 定めに従  20石迄は  1軒に付

に付   に130丸  に    って蔵へ 夫伝馬、  1年
物成600石 物成60石に年 物成60石  5斗入       1石 2斗 納める  人足とも  4人宛
に付 1人  236人     に30疋  30俵                  免除   但新田肝
扶持米1年 200人 は春垣  1疋 に口                      20石 以上  煎ある時
に5石   夏萱、雪垣、 付 1人                      は負担   は、本田
扶持米半年 竃木     扶持 2升                            肝煎は 2
に2石 5斗 36人は入用次                                日

第
扶持 1日 1升

物成600右 物成600石
に付 1人  に付 1年

30人
扶持なし

黒印制定書  ― 諸役と肝煎給付を中心にして―



一
％
イン

最
初
に
享
保
十
四
年
に
作
成
さ
れ
た
絵

図
に
つ
い
て
の
参
考
史
料
を
あ
げ
ま
す
。

享
保
十
四
年
十
二
月
と
記
載
さ
れ
て
い

る

「
秋

田
領
内
絵

図
」

に

つ
い
て
は

、

「
先
年
之
御
国
絵
図
所

々
相
違

二
付
享
保

四
年
亥
年
絵

図
改
正
之
　
御
頼
被
仰
立

所
、
御
願
書
相
納
候
、
依
之
同
寅
年
調
彼

仰
出
同
十
四
年
酉
年
十
二
月
出
来
云

々
」

と
あ
り
、
こ
の
絵
図
が
ど
の
よ
う
経
緯
を

た
ど

っ
て
作
成
さ
れ
た
か
、
あ
る
程
度
わ

か
り
ま
す
。
毛
郷
村
御
調
党
帳
し

次
に
今
回
の
展
示
の
特
色
に

一
つ
で
あ

る

「
給
人
町
絵
図
」
に
つ
い
て
の
史
料
を

あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
ご

享
保
七
年
か
ら
同
十
九
年
ま
で
十
三
年

間
か
け
て
、
今
官
大
学
が
中
心
と
な

っ
て

郷
村
調
査
を
行

っ
た
過
程
で
作
成
さ
れ
た

の
が
こ
れ
ら

の
絵
図

で
、
「
郡
付

口
誌
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
史
料
に
、
こ
れ
ら
の
絵

図
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

享
保
十
三
年
五
月
廿
六
Ｈ

＾
筆
致
啓
上
候
、
署
気
之
節
弥
御
堅

固
可
被
成
、
御
座
珍
重
奉
存
候
、
然

は
院
内

一
円
之
絵
図
御
用

二
御
座
候

間
、
別
紙
古
付
之
通
出
来
次
第

二
御

差
出
シ
可
被
成
候
、
此
旨
可
中
上
如

此
御
座
候
、
恐
惇
謹
言

田
代
　
源
太

鶯
尾
彦
九
郎

五
月
十
六
Ｈ

大
山
若
狭
様

〕冗

院
内

´
円
之
絵
図

但
内
町
外
町
其
町
々
之
名
記
可
中
候

内
町
は
表
間
裏
間
屋
敷
■
表
記
可

中
候

社
地
寺
院
名
所
記
可
中
候

近
所
山
川
堰
橋
共

二
記
可
中
候

右
之
通
御
吟
味
御
仕
立
可
被
差
出
候

横
手

一
円
絵
図

但
御
城
廻
り
土
居
堀
共

二
記
可
申
候

内
町
外
町
共

二
共
町
々
之
人
記
可

中
候

内
町
は
表
間
一果
間
屋
敷
ｉ
表
記
可

中
候

社
地
寺
院
名
所
記
可
中
候

近
所
山
川
堰
橋
共

二
記
可
中
候

右
之
通
、
桧
山
、
角
館
、
湯
沢
、
角

間
川
、
刈
和
野

へ
も
中
渡
候

五
月
十
九
Ｈ
今
度
在
々
絵
図
差
出
候

様
、
御
書
付

二
て
被
仰
渡
候

二
付
、

右
所
々
へ
屋
敷
番
被
頼
、
又
は
能
出

候
御
書
付
写
取
中
候

刈
和
野
　
渋
江
敬
之
助
御
頼

林
　
十■
　
角

,尺

屋
敷
番
　
篠
原
　
右
衛
門

屋
敷
番
　
菊
地
兵
左
衛
門

屋
敷
番
　
峰
屋
清
左
衛
門

梅
津
小
右
衛
門
内

進
藤
作
兵
衛

屋
敷
番
　
田石
崎
左
内

さ
ら
に
こ
れ
に
続

い
て
六
月
廿
日
に
は

「
刈
和
野
絵
図
出
来
」
し
、
翠
十

一
日
に

は

「
去
月
十
六
日
所
預
り
衆

へ
、
共
所

一

円
絵
図
仕
立
可
差
出
」
よ
う
指
示
し
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ
、
廿
五
Ｈ
に
は

「
角
間

川

．
円
御
絵
図
、
梅
津
小
太
郎
」
か
ら
差

し
出
さ
れ
、
卜
月
十

一
日
に
は

「
十
三
所

．
円
絵
図
、
茂
本
弥
三
郎
殿
」
よ
―，
差
し

出
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
大
館

に

つ
い
て
の
記
載
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

今
宮
義
透
の
強

い
指
示

の
も
と

「給
人
町

絵
図
」
は
作
成
さ
れ
、
納
め
ら
れ
た
も

の

と
考
え
ら
れ
ま
す

今
回
は
角
間
川
の
絵
図
は
展

小
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

」ヽ
れ
ら
の
記
事

に
よ
り
、

町
人
が
居
住
す
る
外
町
は
、
共

の
町
名
を

記
す
だ
け
で
い
い
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
武
士
が
居
住
す
る
内
町
は
、
町
名

の
外
に
表
間
、
裏
間
と
屋
敷

―――
の
名
を
表

記
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
お
り
、
絵
図
は

何
を
目
的
に
し
て
作
成
さ
れ
た
か
、
よ
く

わ
か
る
と
思

い
ま
す
〓
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当
館
所
蔵

の
検
地
帳

の
な
か
で
、
最
も

古

い
検
地
帳
と
、
秋

田
六
郡
、
各
郡
ご
と

に
最
も
古

い
検
地
帳
を
展
示
す
る
こ
と

に

し
ま
し
た
。

一
番
古

い
検
地
帳
は
、
佐
竹
氏
の
秋
田

入
部
前

の
慶
長

二
年

（
一
五
九
七
）
「
常

陸
国
真

（壁
）
郡

（真
田
）
御
検
地
帳
」

で
、
「
麦
円
」

の
検
地
帳

で
す
　
帳
簿

の

最
後
に
、

都
合
壱
町
九
反
人
畝
＝
四
分

右
之
麦
合
九
石
八
十
八
升
、

但
三
ケ

＾
ノ
算
用
也

納
合
六
石
六
斗
三
升
ｔ
合
　
御
定
納

四
月
廿
七
日
　
　
大
縄
与

．
ノ
‐‥
衛
円

林
覚
右
衛
門

賀
藤

源
市
郎

根
元

淡
路

嶋
根

源
兵
衛

と
あ
り
ま
す
。

九
ヶ
村
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
の
検
地
帳

で
興
味
深

い
こ
と
は
、

（ん

，

一
　

納
入
し
た

の
は
米

で
は
な
く
麦

で
あ

る

こ

と

一
一　
そ
の
納
入
高
は
生
産
高

の
三
分
の

一

で
あ
る
こ
と

〓
一　
こ
れ
ら
の
付
々
の
支
配
者
は
上
記
の

五
人
で
あ
る
こ
と

四
　
分
付
け

（検
地
帳
の
名
請
人
の
肩
に

「平
尾
分
」
な
ど
と
、
隷
属
民
の
主
人

の
名
が
記
さ
れ
る
）
の
記
載
が
あ
る

こ
と

な

ど

で
す

ｃ

秋
田
で
は
領
内

一
斉
検
地
は
三
回
行
わ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
佐
竹
氏

が
人
部
し
た
直
後
の
慶
長
八
年

（
一
六
〇

三

）
の
先
竿
、
そ

の
後
、
慶
長
十
九
年

（
．
六

一
四
）
の
中
竿
、
正
保
四
年

（
一

六
四
七
）
か
ら
慶
安
元
年

（
一
六
四
人
）

の
頃
の
後
年
で
す
。

佐
竹
氏
入
部
後

の
当
館
所
蔵

の
検
地
帳

で

一
番
古

い
の
は
、
「
槍
内
小
猿
邊
之
内

七
日
市
付
御
検
地
帳
」
慶
長
十
九
年

（
＾

六

一
四
）
の
検
地
帳

で
す
が
、
こ
れ
は
、

後
世
に
張
り
札
な
ど
が
剥
が
さ
れ
た
痕
跡

が
見
え
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
の

「
秋
田
郡
山
内
村

（本

田
）
御
検
地
帳
」
に
つ
い
て
、
少
し
見
て

い
く
こ
と
に
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
検
地
帳

の
後
ろ
に
、
幾
重
に
も
紙

が
貼
ら
れ
、
そ
の

一
枚

一
枚
に
、
こ
の
検

地
帳
に
手
を
入
れ
た
年
月
日
が
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
正
保
三
年
丙
成
七
月
十
日
の

日
付
を
持

つ
こ
の
検
地
帳
は
、
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
、
天
保
十
二
年
、
天
保
十
五

年
、
弘
化
三
年

（
一
人
四
六
）
、
弘
化
四

年
、
一量
水
三
年

（
一
人
五
〇
）
、
嘉

水ヽ
五

年
二
月
と
十
月
、
嘉
永
七
年
、
安
政
六
年

（
一
人
五
九
）
、
万
延
元
年

（
一
人
六
〇
）
、

慶
応
四
年

（
一
人
六
八
）
と
、
少
な
く
と

も
十

二
回
は
書
き
換
え

ら
れ

て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
こ
の
検
地
帳
の
ど
の
部
分
を

開

い
て
も
、
貼
り
札
が
あ
―，
、
そ
の

＾
つ

一
つ
が
、

い
つ
貼
ら
れ
た
の
か
特
定
で
き

ま
せ
ん
。　
一
寸
手
を
か
け
る
と
す
ぐ
に
貼

り
札
は
剥
が
れ
、
し
か
も
、
ど

の
部
分
か

ら
は
が
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

「
保
存
と
利
用
」
を
同
時

に
考
え

て

い

く
と
き
に
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
検
地
帳

の
原
型
を
損
な
わ
ず
、
利
用
し
や
す
く
で

き
る
か
、
そ
の
方
法
や
対
策
を
具
体
的
に

考
え
、
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
た
び
の
展
示
し
た
検
地
帳

を
、
古

い
順
に
あ
げ
れ
ば
、

「
本
帳

小
濱
村
」

正
保
三
年

（
Ｉ
ハ
四
六
）

「
出
羽
秋
田
之
内
豊
蒔
村
御
検
地
野
帳
」

正
保
三
年

（
王
ハ
四
六
）

「
出
羽
国
雄
勝
郡
川
連
村
御
検
地
帳
」

慶
安
元
年

（
三
ハ
四
八
）

「荷
上
場
村
之
内
中
嶋
袋
新
開
御
検
地

帳
」

寛
文
六
年

（
三
↑
全
Ｃ

「
仙
乏
藤
本
村
開
御
検
地
野
帳
」

占
至早
二
年

（
―
‐
‥
ハ
八
五
）

「平
鹿
郡
植
田
村
御
検
地
御
帳
抜
写
」

宝
永
五
年

（
一
七
〇
五
）

と
な
り
ま
す
。

こ
の
な
か
で
、
平
鹿
は

「
書
き
抜
き
」

で
、
こ
れ
だ
け
で
は
宝
永
五
年

の
植
田
村

の
石
高
な
ど
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
平
鹿

の

一
七
〇
〇
年
代
の

「検
地
」
に
つ
い
て

の
史
料
は
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
え
て
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
こ
で
は

「検
地
帳
」

の
ほ
か

に

「検
地
野
帳
」
も
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、

「
野
帳
」
と
は
、　
一
般
的
に
村

の
残
さ
れ

た

「
検
地
帳
」
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。



新

川

と

免

ご

と

の

高

。
当
高
と

、
付

の

総
当
高

・
総
物
成
米

な
ど
を
表
示

し

て
お

り
ま
す

洲

こ
と

に
当
高

な

ど

を

幣

理

す

れ

ば

、

下

の
人

の
よ
う

に
な

り
ま
す

わ な た 成 れ の す れ 集 査 て lNl‐ 訂]
本 れ 価 も に て は  ら 録 結 お 日 査 今

本

石    割合(%)

秋田藩における黒印高

当         高

本 田 並

石     害」合(%)

新   田

石      割合(%)

9,665218    175

14,358708    237

18,899669    206

3,794828    184

17,378.502    205

5137.668    133

1,337850    12.6

10,902984    30.8

10,290340    35.9

74,387265    21.8

言+

石

55,194116

60,640544

91,570.698

20,624620

84,625475

38,636734

10,637731

35,351 010

28,630536

341,285989

た11勝君5     35,967373   65_2     9,561 525    173

平』記君B     30,132787    497    16,149049    26.6

仙1ヒ君F     59,873235   654    12,797794    140

河辺郡     12,103.199   587     4,726593    229

零火田]3     50,277.014    594    16,969959    201

秋田    25,072912    649     8,426154    218
地

区 
男鹿     7,552256    71.0     1,747625    164

1ヒ 内    17,651 846   499     6,796180    192

山ラト1部     13,418758   469     4,921 438    172

合 言+    201,772366   591    65,126.358    191

半田市太郎氏「秋田藩における享保14年黒印高について」

秋

田
藩

が
蒐
集

ｉ
棚
纂

し
た
占
文
書

で
、
当
館
所
蔵

の
史
料

の
な
か
で
、
「
梅

汁
政
景
＝
記
」
と
と
も
に
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
史
料

の

．
つ
で
す
　
Ｌ
‐‐
川
弘

文
館
や
平
りヽＬ
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

「
国

史
人
辞
典
」
や

‐
日
本
史
人
事
典
」

で
は

と
も
に

「秋
田
藩
採
集
占
文
■
」
と
し
て
、

取
り
Ｌ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

三
代
藩
――

・
義
処
は
、
元
禄
九
年

一
＾

六
九
六
）
「
佐
竹
家

‐―――
」

の
一柿
纂
を
行
う

過
程
で
、
藩
十
や
■
社
や

．
部
の
――――
民
に

家
蔵

の
文
書
、
記
録
、
系
図
な
ど
を
文
占

所
に
提
出
さ
せ
ま
し
た
　
文
書
所
で
は
こ

れ
ら
の
史
料

の
真
偽

の
判
定
な
ど
を
行

っ

た
う
え
で
、
臨
写

・
編
纂
を
行

い
、
原
史

料
を
所
蔵
者
に
返
却
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後

の
追
加

・
増
補
部
分
を
含
め
て
六
Ｌ
冊

を
数
え
て
お
―，
ま
す

そ
の
内
訳
を
示
せ
ば
、
第

＾
――――
が
え
占

Ｈ
録
、
次
に
佐
竹
氏
あ
て
文
書

の
集
成
た

る
御
文
書
六
冊
、
以
ド
佐
竹

＾
門
、
重
―――
、

旗
本
諸
十

の
順
に
家
別
、
編
年
で
柿
纂
し

た
六
卜
冊
に
な
り
ま
す
　
東
京

の

「
■
秋

文
庫
」
が
所
成
し
て
い
る
御
文
書
六
冊
を

除

い
た
六

．
＝
を
、
当
館
が
所
蔵
し
て
お

り
、
そ
の
文
書
を
当
館
で
は

「秋
田
藩
家

(秋田経済法科大学経済学部「経済研究所報J第 13輯所収)
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踏

せ
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■
１

、

三

「

旬

書

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
さ

一
　

秋

田
領
絵
図

　

一

・
■

は

卜

川

■

　

　

′、
　

　

‐ｌｔｌ

　

′、

載
ぜ

１
、

、

、

、

■
３

■

ヽ
一ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
そ

゛

出̈
羽
国
秋
田
郡
久
保
田
城
絵
図
一

・
―――

保

日
年

一
　

四

′、
　

　

″

院
内
境
＝
杉
峠
か
ら
長

′Ｌ
境
Ｈ
矢
″
峠

迄

の
羽
州
街
道
は
、
赤

い
線
で
細
く
引
か

れ
て
お
り
ま
す
　
田
沢
洲
や

八
郎
潟
は
、

「
潟
」
と

の
み
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興

味
深

い
こ
と
で
す
　
付
名
は
小
判
型

の
中

に
記
さ
れ
、
郡
を
区
別
す
る
た
め
に
六
郡

異
な
る
色
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す

¨
那
別

に
付
数
、
当
高
な
ど
を
幣
理
す
れ
ば
、
ド

の
表

の
よ
う
に
な
―，
ま
す
『

享保14年郡別、村数、当高調

55,194116

60,640544

91,570698

20,624620

84,625475

28,630.536

341,285.989

― 村 平 均 当 高

627.206

527309

523261

361 835

293.838

371.825

426.607

郡内最高当高

稲庭村 (現 稲川町 )

木下村 (現 十文字町 )

二本柳村 (現 横手市 )

日長田村 (現秋田市 )

根下戸村 (現 大館市 )

金光寺村 (現 山本町 )

2,060686

2,997892

2,465.510

1,470.129

2,616674

1,634474

当当郡 名

雄勝郡

平鹿郡

仙北郡

河辺郡

秋田郡

山本郡

村 数

88

115

175

57

288

77

800

ま 1冴 ft間 |りt i 六 |[氏 41け i春 名 す
し 1こ  Jモ  デ〔 ,L I「|  : 建 不多 Iヽ  が  li は
た |¬ |、tlし ||せ |りЧ √41寸 の  ｀

家  、11
し の は ｀の ~ さ と 件 、|¬こ つ ||∫

絵
図
か
ら
は
、
作
成
年
代
を
特
定
で
き

ま
せ
ん
　
し
か
し
、
こ
の
絵
図
が

入
れ
ら

れ
て
い
る
袋
に
、
正
保
四
年
ヒ
性
理
番
け

が
よ
記
さ
れ
た
紙
が
入

つ
て
お
１，
ま
す

お
そ
ら
く
」装
書
き
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
、
人
共
し
た
あ
と
、
古
き
入
れ
た

も

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す

．
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
侍
町
、

中
――――
町
、
足
軽
町
、
寺
町
と
記
さ
れ
、
町

名

が
共
体
的

に
書
か
れ

て
は
お
り
ま
せ

′ル
　
ま
た
、
町
人
が
住
ん
で
い
る
所
は
、

た
だ

「
町
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

院
内

一
回
之
図
　
　
．
一

一亨

保

―

　

年

一
　

　

た

　

　

し

武
ｌｆ
が
サ
‐‐
―
住
す
る
内
町
、
町
人
が
＝
住

す
る
外
町
の
町
名
を
記
し
、
さ
Ｌ
に
内
町

に

つ
い
て
は
、
人

――――

（
―――Ｉ

Ｈ
）
と
共
行

（
奥
行

）
と
屋
敷
■

の
氏
名
も
人
記
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
社
地
や
寺
院
を
採
り
、
近

所
の
山
川
や
堰
、
そ
れ
に
橋
も
記
さ
れ
て

お
―，
ま
す
　
「
郡
付
Ｈ
記
」

で
指
示
に
従

っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
―，
ま

す

．
ま
た
、
大
山
若
狭

（圧
卜
間
に
圧
ト



間
）
の
西
隣
に
、
藩
■
が
参
勤
交
代

の
時

な
ど
に
体
む

「
御
体
」

（
四
十
間
に
す
ト^

間
）
が
、
お
か
れ
て
い
る
こ
と
も
日
に
つ

き
ま
す
。

ら

ヽ
ジ
■

／
レ
″」ヽ

（ヤ
保
卜

二
年
一
四
　
Ｌ
ヽ
　

フ、
し

組
下
給
人
と
淡
路
家
中
と
も
、
表
間
と

一晏
行
と
屋
敷
主

の
氏
名
が
表
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
こ
の
絵
図
の

一
番

の
特
色
だ

と
思

い
ま
す
。
他

の
絵
図
で
は
、
家
中
の

氏
名
は
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て
い
な

い
か

ら
で
す
。
し
か
も
こ
の
内
町
の
給
人
と
家

中
の
屋
敷
は
、
ほ
ぼ
絵
図
の
中
央

に
あ
る

と

い
っ
て
よ

い
宣
（言
宗
泉
寿
院
前

の
内
廻

輪
を
境
に
、
は

っ
き
り
と
分
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
ｃ
南

の
南
館
荒
町
、
南
館
上
町
と

下
町
、
内
舘
町
が
組
下
給
人
の
、
そ
し
て

北
の
荒
町
、
大
上
町
、
根
小
屋
町
、
金
池

町
、
新
町
が
淡
路
家
中
の
、
屋
敷
に
割
り

当
て
ら
れ
お
り
ま
す
。
ま
た
、
外
町
は
吹

張
町
、
田
町
、
大
町
、
柳
町
、
内
前
森
町
、

外
前
森
町
と
表
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
町
人
町
の
屋
敷
割
り
は
書
か
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
吹
張
町
の
両
に
御
足
軽
町

が
あ
り
ま
す
が
、
屋
敷
割
り
だ
け
で
屋
敷

王ヽ
の
名
前
は
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

〓
保
卜
　
年
一

本
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
、
給
人
に
つ
い

て
は
、
屋
敷

の
表
間
と
裏
行
と
居
住
者

の

氏
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
武
十

で
あ

っ
て
も
戸
村

の
家
臣

に

つ
い
て
は
、

表
間

・
一晏
行
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、

氏
名
は
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
足
軽
や
野
御
扶
持
は
、
氏
名
が
書
か

れ
な

い
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
戸
村
氏

の
菩
提
寺
で
あ
る
龍
昌
院
な
ど
寺
院

の
ほ

か
に
、
寺
町
に
三
九
間
に
四
二
間
の

「御

休
跡
」
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
人

の
住
む
外
町
に
な
り
ま
す
と
、
書
か

れ
て
い
る
の
は
町
名
と
屋
敷
割
り
だ
け
で

ア
保

ト

絵
図
の
ほ
ぼ
中
央
に

「御
体
」
が
あ
り
、

そ

の
上

に

「
杉
木

ア
リ

簗

下
屋
敷
」
と

「
家

ア
リ

簗
屋
敷
」
が
貼
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
だ
が
貼
り
札

の

「
築
屋
敷
」

に
は
、

屋
敷

の
上
に
線
が
引
か
れ
、
消
さ
れ
た
よ

う

に
見
え
ま
す
。
ま
た
築

の
下
屋
敷
は
、

西
側

の
本
善
寺

の
貼
り
札
が
あ
る
所
の
真

向
か

い
あ
り
ま
す
の
で
、
な
ぜ
御
体
に
二

枚

の
貼
り
札
が
あ
る
の
か
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。
渋
江
氏
が
刈

和
野
の
組
下
給
人
や
足
軽
支
配
を
命
じ
ら

ん も す
が 商ぼ  :｀

1‖ た

言:1

ヾ



れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
給
人
な
ど

の
組
頭

で
あ

っ
た
築
氏
に
は
、
二
五
間
二
尺

。
二

九
間
四
尺
の

「蔵
屋
敷
」
も
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
絵
図
で
は

「
町
」

の
屋
敷
割
り
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ

「
民
家
」
と
だ
け
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
．

秋
田
国
の
方

に
は

「
久
保
田
海
道
」
、
そ

し
て
秋
田

へ
の
道
を
西
に
山
が

っ
た

「亀

田
街
道
」
、
さ

ら

に
横
手

回

の
方

に
は

「往
還
海
道
」
、
そ
の
北
の
方
に
は

「角
館

街
道
」
な
ど
、
刈
和
野
が
交
通
の
要
地
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
絵
図
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

１

　

　

・

―

・

屋
敷
が
あ
り
ま
す
。
北
家

の
屋
敷
前
を
表

町
と

い
い
ま
す
。
表
町
に

「青
柳
」
と

い

う
家
が
み
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
県

の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
青
柳
家
と
思

わ
れ
ま
す
。
表
町
の
南
側
、
勝
楽
町
に
は

旧
直
名
氏
の
家
臣
の
屋
敷

の
他
、
塩
谷
氏

や
今
宮
氏
な
ど

の
藩

の
廻
座
階
級

の
屋
敷

が
あ
り
ま
し
た
。
塩
谷
氏
や
今
宮
氏

の
屋

敷
は
他

の
家
に
比
べ
て
格
段
に
問
口
が
広

く
、
身
分
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
〓

仙
北
郡
角
館
絵
図

⌒
■

保

卜

　

年

一
　

　

田

　

　

六

角
館
城
下
は
南
北
に
長
く
、
幅
三

．
メ

ー
ト
ル
の
火
除
け
地
帯
が
町
の
南
北
を
区

分
し
、
中
央
に
は
上
手
が
築
か
れ
て
い
ま

し
た
。
土
手

の
北
側
は
侍
が
居
住
す
る
内

町
、
北
側
は
町
人
が
居
住
す
る
外
町
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
外
町
に
は

一
部
侍
屋
敷

も
み
ら
れ
ま
す
。
外
町
の
周
囲
に
は
寺
院

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
町
に
は
見
通

し
が
き
か
な

い
よ
う
に
食

い
違

い
の
道
路

が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
絵
図
の
北
端

に

「佐
竹
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
た
北
家

の

と

　

＾

こ
の
絵
図
の
成
立
年
代
は
わ
か
り
ま
せ

ん
ｃ
他
に
展
示
さ
れ
て
い
る

「
給
人
町
絵

図
」
と
比
べ
る
と
、
地
味
な
印
象
を
う
け

ま
す
。
何
件
か
の
侍
屋
敷
が
な
ら
れ
ま
す

が
、
こ
こ
は
赤
館
町
と

い
い
、
佐
竹
氏
の

‐白‥
臣
松
野
氏
の
組
下
給
人
が
檜
山
赤
館
町

か
ら
杉
り
住
ん
だ
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が

つ
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
の

東
端
、
米
代
川
が
大
き
く
湾
曲
し
て
日
本

海

へ
向
か
う
川
岸
に
御
材
木
場
が
み
え
ま

す
．
半
臣
秀
古

の
伏
見
作
手
板
、
徳
川
家

康

の
命
に
よ
る
軍
役
板
な
ど
が
能
代
か
ら

大
量
に
移
出
さ
れ
、
川
■
か
ら
流
さ
れ
る

材
木
を
船
積
み
す
る
ま
で

一
時
滞
留
さ
せ

る
材
木
場
は
港

に
は
必
要
な
施
設

で
し

た
、
ま
た
こ
の
絵
図
を
み
て
も
わ
か
る
よ

う
に
能
代
町
は
非
常
に
お
寺

の
数
が
多

い

町
で
し
た
　
そ
の
中
で
海
路
と
関
係
の
深

い
の
が
光
久
寺
で
す
　
現
在

の
光
久
寺
は

能
代
基
地
公
園
に
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は

海
寄
り

の
地
に
あ
り
、
船
乗
り
達
が
海
上

の
安
全
祈
願
を
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で

す
。

一ャ

保

卜

一年

一
　

し

　

Ｘ
　

．

絵
図
の
東
南
に

「古
城
」
が
み
え
ま
す
こ

こ
こ
は
か

つ
て
安
東
氏

（後

の
秋
田
氏
）

の
居
城
で
あ
り
、
年
事
的
拠
点
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し

て
き

た
槍
山
城

で

す
。
現
在
は
公
園
風
に
整
地
さ
れ
て
お
り
、

城
郭
跡
か
ら
は
大
館
台
地
を
含
め
て
米
代

川
か
ら
対
岸

の
東
雲
台
地
ま
で

一
望
で
き

ま
す
。
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
に

一
国

一
城
令
が
だ
さ
れ
、
檜
山
城
が
破
却
さ
れ

る
と
、
多
賀
谷
氏
は
槍
山
の
中
心
に
あ
る

檜
山

一
回
御
絵
図



茶
臼
山
に
新
た
な
居
館
を
築
き
ま
し
た

東
西

一
人
――――
、
南
北

＾
三
八
――――
あ
―，
ま
す

ま
た
東
西
南

の
‥
方
に
は
家
―――
の
け
敷
を

配
置
し
ま
し
た
　

」ヽ
の
絵
図
か
ら
は
Ｌ
三

人

の
多
賀
谷
氏

の
家
臣
が
確
認

で
き
ま

す
。
ま
た
＝
館

の
北
――――
は
、
米
代
川
方

――――

を
望
む
こ
と
が
で
き
る
戦
略
的
に
優
れ
た

位
置
に
あ
―り
ま
し
た
　
桁
山
に
は
多
賀
谷

氏
の
家
臣
ヒ
佐
竹
氏
の
直
―――
松
野
氏
と
そ

の
組
ド
が
サ
‐‐
―
住
し
て
い
ま
し
た
　
多
賀
谷

氏
の
家
―――
は
Ｌ
町
に
、
松
野
氏
の
組
下
の

侍
屋
敷
は
赤
館
町
と
旧
町
に
配
趾
さ
れ
、

佐
竹
氏
の

――――‥
‐１１
と
陪
に
は
区
別
さ
れ
て
い

ま
し
た

ヽ
Ｅ
ｌ
ｌ
Ｊ
、
ぼ
Ｊ
ｌ
■
奎
Ｔ
「
・ヽ
「
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
せ
１
一

大

館

絵

図
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年

一
　

四

人
館
城
は
杜
城
と
も
呼
ば
れ
、
北
―サーーー
の

長
本
川
を
見
ド
ろ
す
台
地
■
に
築
か
れ
ま

し
た
　
一九
和
元
年
の

一
国

．
城
令
が
だ
さ

れ
た
際
に
は
、
津
軽

・
南
部
に
対
す
る
要

衝
と
し
て
三
代
将
軍
秀
忠
か
ら
特
別
に
許

さ
れ
て
破
却
か
ら
逃
れ
ま
し
た
　
当
時
の

本
丸
は
現
在

の
仕
城
公
日
、
三
ノ
九
は
市

役
所
、
三
ノ
丸
は
国
道
ｔ
け
線
を
西
に
波

っ
た
所
に
あ
る
秋
田
大
会
館
か
ら
西
に
か

け
て
の
地
に
相
当
し
ま
す
　
城
郭
は
長
本

一
　

十

二
所
絵
図

　

一
こ
と
が
で
き
ま
す
　
西
端

に
長
興
■
が
あ

―，
ま
す
　

・
）
の
■
は
塩
谷
氏

の
片
提
■

で

あ
―サ
、
塩
谷
義
細
が
ド
野
―‐‥―

一栃
本
県

一

か
ら
卜
　
時
に
移
―
ンて
き
ま
し
た
　
延
■

Ｌ
年

一　

人
Ｌ
九

一
に
塩
谷
氏
が
チｒｌ
館

ヘ

転
封
と
な

っ
た
後
も
そ

の
ま
ま
卜

．所

に

残
―り
、
町
民
を
も
檀
家
と
し
て
受
け

入
れ

ま
し
た

一
一
●

，
１
・

ゝ

´
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A290-114-95
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JJ993
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秋田領絵図

出羽国秋田郡久保田城絵図

院内一回之図

湯沢絵図

横手絵図

仙北郡刈和野一園之図

仙北郡角館絵図

檜山一回御絵図

能代町絵図

大館絵図

十二所絵図

佐竹義宣公書簡

山本郡久米岡村物成井諸役相定條々

権現様御判物

厳有院様御判物

秋田藩家蔵文書7大山弥大夫義次井組下院内給人家臣家蔵文書

秋田藩家蔵文書5佐竹淡路義徹井湯沢給人家臣家蔵文書

秋田藩家蔵文書8戸村十大夫義連井組下横手給人家臣家蔵文書

秋田藩家蔵文書23渋江内膳処光井組下刈和野給人家蔵文書

秋田藩家蔵文書3佐竹左衛門義命井組下角館給人及塩谷民部方綱井

角館給人家蔵文書

秋田藩家蔵文書13多賀谷将監隆経井組下給人桧山給人家臣家蔵文書

秋田藩家蔵文書32佐竹石見組下大館給人家蔵文書

秋田藩家蔵文書15十二所給人茂木筑後知量組下家蔵文書

雄勝郡御黒印高帳

河辺郡御黒印高帳

仙北郡御黒印高帳

山本郡御黒印高帳

秋田郡御黒印高帳

平鹿郡御黒印高帳

指紙写 (桧山之内高尾村ほか)

郷村御調覚書 享保14年 12月  郷村高辻町御国絵図御改之御願被仰立候

御用留書 元文4年 3月

郡村日記

常陸国真 (壁 )郡 (真田)御検地帳

檜内小猿邊之内七日市村御検地帳

出羽国雄勝郡川連村御検地帳

本帳 小濱村

出羽秋田之内豊蒔村御検地野帳

秋田郡山内村 (本田)御検地帳

仙乏藤本村開御検地野帳

平鹿郡植田村御検地御帳抜写

荷上場村之内中嶋袋新開御検地帳

能代掟帳1

享保14(1729)

正保4(1647)

享保13(1728)

享保13(1728)

享保13(1728)

享保13(1728)

享保13(1728)

享保13(1728)

享保13(1728)

宝永2(1705)

慶長7(1602)

寛文4(1664)

享保14(1729)

享保14(1729)

享保14(1729)

享保14(1729)

享保14(1729)

享保14(1729)

ヲこ禾日4 (1684)

元文4(1739)

慶長2(1597)

慶長19(1614)

正保3(1646)

正保3(1646)

正保3(1646)

貞享2(1685)

寛文6(1666)
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